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1･　研 究の目的　家 政学原論については今 日までにす

でに十余氏の論著があるが， その相互間に連絡が乏しく

一 家言の観がある。演者はそれを比較して最 も正当 と考

えられる見解を立 てようとす るもので ある。

2.　方　法　批評に は 超越的批評 と 内在的批評 があ

る。前者は まず一定 の基準を立 て，それ に合格す るや否

や をもって批評す る。後者はそ の説 の主張者 の心 を心と

し，追体験し了解し て， その説 を演 エキ布エ ンし て矛盾

がない かどうかをもって批評する。 演者はその後 者をと

る。

3.　成　果　家 政学の定義， 範囲， 体系，性格 を決定

す るにあ たり， まずそ のもとづ く思想 を検討 すれば， 常

識 論，独 断論， 唯物主義，プ ラグマチズム，理想主 義の

５型 となる。性 格については， 社会科学とするもの，狭

義 の技術と生活に分けるもの，広義の技術学とするもの

の３型となる。 体系については理論， 歴史， 政策(技術)

の３分野を具えたもの，理論中心のもの，技術中心のも

のの３型 となる。用語につい ての混乱が相互の一致を妨

げていることも多 い。 以上を総合し て理路整然たる家政

学原論を形成するための基礎を築いた。


